
JP 2010-176216 A 2010.8.12

10

(57)【要約】
【課題】会議出席者に参加意識を均等に与え、各会議出
席者の情報を共有することができる会議支援装置を提供
する。
【解決手段】回転対称形のテーブル画像を生成する手段
と、会議に関する文字情報又は画像情報を受け付ける第
１乃至第４入力装置（４１），４２，４３，４４と、該
第１乃至第４入力装置（４１），４２，４３，４４が文
字情報又は画像情報を受け付けた場合、前記テーブル画
像に回転対称形の枠画像を合成する手段と、前記第１乃
至第４入力装置（４１），４２，４３，４４にて受け付
けた文字情報又は画像情報に係る文字又は画像を前記枠
画像内に合成する合成手段と、テーブル画像、並びに該
テーブル画像に合成された枠画像及び文字又は画像を表
示する表示部１１とを備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転対称形のテーブル画像を生成する手段と、
　会議に関する文字情報又は画像情報を受け付ける受付手段と、
　該受付手段が文字情報又は画像情報を受け付けた場合、前記テーブル画像に回転対称形
の枠画像を合成する手段と、
　前記受付手段にて受け付けた文字情報又は画像情報に係る文字又は画像を前記枠画像内
に合成する合成手段と、
　テーブル画像、並びに該テーブル画像に合成された枠画像及び文字又は画像を表示する
表示手段と
　を備えることを特徴とする会議支援装置。
【請求項２】
　前記合成手段は、
　前記表示手段に表示された場合に文字又は画像が所定方向に正立するように、文字又は
画像を前記枠画像内に合成するようにしてある
　ことを特徴とする請求項１に記載の会議支援装置。
【請求項３】
　文字又は画像が正立する方向の変更を受け付ける手段と、
　正立する方向の変更を受け付けた場合、前記枠画像内に合成されている文字又は画像を
前記枠画像の中心を回転軸にて回転させる手段と
　を備えることを特徴とする請求項２に記載の会議支援装置。
【請求項４】
　テーブル画像の回転を受け付ける手段と、
　テーブル画像の回転を受け付けた場合、テーブル画像、並びに該テーブル画像に合成さ
れた枠画像及び文字又は画像を、前記テーブル画像の中心を回転軸にして回転させる手段
と
　を備えることを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか一つに記載の会議支援装置
。
【請求項５】
　回転対称形のテーブル画像を生成するステップと、
　会議に関する文字情報又は画像情報を受け付けるステップと、
　文字情報又は画像情報を受け付けた場合、前記テーブル画像に回転対称形の枠画像を合
成するステップと、
　受け付けた文字情報又は画像情報に係る文字又は画像を前記枠画像内に合成するステッ
プと、
　テーブル画像、並びに該テーブル画像に合成された枠画像及び文字又は画像を表示する
ステップと
　を有することを特徴とする会議支援方法。
【請求項６】
　会議に関する文字情報又は画像情報を受け付ける受付手段を備えたコンピュータに、
　回転対称形のテーブル画像を生成するステップと、
　文字情報又は画像情報を受け付けた場合、前記テーブル画像に回転対称形の枠画像を合
成するステップと、
　受け付けた文字情報又は画像情報に係る文字又は画像を前記枠画像内に合成するステッ
プと、
　を実行させることを特徴とするコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、会議に関する文字情報又は画像情報を複数の会議出席者より受け、回転対称
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形のテーブル画像に回転対称形のメモ画像を合成する会議支援装置、会議支援方法及びコ
ンピュータプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　企業等の組織体においては、会議が頻繁に行われているが、往々にして発言者が偏り、
議論がうまく進行しないことがある。この問題を解決すべく、会議の活性化を目的とした
各種発明が提案されている。
【０００３】
　特許文献１には、会議中の発話者の声紋データを用いて発話者を特定し、各会議出席者
の発話状況を、会議開始からの経過時間に応じて更新しながら表示することによって、議
論の活性化を支援する装置が開示されている。
【０００４】
　また、特許文献２には、議論の内容及び流れを構造化して表示することによって、議論
の内容及び流れ並びに発言が議論に与えた影響の把握を可能にする発言構造化方法が開示
されている。特許文献２によれば、各会議出席者の議論に対する活動状況を把握し、会議
の活性化を図ることができる。
【０００５】
　一方、特許文献３には、会議における議論の経過を一覧化する機能、個人の意見の変遷
を時間軸上に一覧化する機能を備えた電子会議支援システムが提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００６－２０８４８２号公報
【特許文献２】特開２００６－１８６９１号公報
【特許文献３】特開２００６－９２３６４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１～３には、発言者の偏りを無くすべく、会議出席者に参加意
識を均等に与え、各会議出席者の情報を共有することを可能にした技術は開示されていな
い。
【０００８】
　本発明は斯かる事情に鑑みてなされたものであり、回転対称形のテーブル画像を生成し
、会議に関する文字情報又は画像情報を受け付け、前記テーブル画像に回転対称形の枠画
像を合成し、受け付けた文字情報又は画像情報に係る文字又は画像を前記枠画像内に合成
するように構成することによって、会議の各会議出席者に参加意識を均等に与え、各会議
出席者の情報を共有することができる会議支援装置、会議支援方法及びコンピュータプロ
グラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る会議支援装置は、回転対称形のテーブル画像を生成する手段と、会議に関
する文字情報又は画像情報を受け付ける受付手段と、該受付手段が文字情報又は画像情報
を受け付けた場合、前記テーブル画像に回転対称形の枠画像を合成する手段と、前記受付
手段にて受け付けた文字情報又は画像情報に係る文字又は画像を前記枠画像内に合成する
合成手段と、テーブル画像、並びに該テーブル画像に合成された枠画像及び文字又は画像
を表示する表示手段とを備えることを特徴とする。
【００１０】
　本発明に係る会議支援装置は、前記合成手段は、前記表示手段に表示された場合に文字
又は画像が所定方向に正立するように、文字又は画像を前記枠画像内に合成するようにし
てあることを特徴とする。
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【００１１】
　本発明に係る会議支援装置は、文字又は画像が正立する方向の変更を受け付ける手段と
、正立する方向の変更を受け付けた場合、前記枠画像内に合成されている文字又は画像を
前記枠画像の中心を回転軸にて回転させる手段とを備えることを特徴とする。
【００１２】
　本発明に係る会議支援装置は、テーブル画像の回転を受け付ける手段と、テーブル画像
の回転を受け付けた場合、テーブル画像、並びに該テーブル画像に合成された枠画像及び
文字又は画像を、前記テーブル画像の中心を回転軸にして回転させる手段とを備えること
を特徴とする。
【００１３】
　本発明に係る会議支援方法は、回転対称形のテーブル画像を生成するステップと、会議
に関する文字情報又は画像情報を受け付けるステップと、文字情報又は画像情報を受け付
けた場合、前記テーブル画像に回転対称形の枠画像を合成するステップと、受け付けた文
字情報又は画像情報に係る文字又は画像を前記枠画像内に合成するステップと、テーブル
画像、並びに該テーブル画像に合成された枠画像及び文字又は画像を表示するステップと
を有することを特徴とする。
【００１４】
　本発明に係るコンピュータプログラムは、会議に関する文字情報又は画像情報を受け付
ける受付手段を備えたコンピュータに、回転対称形のテーブル画像を生成するステップと
、文字情報又は画像情報を受け付けた場合、前記テーブル画像に回転対称形の枠画像を合
成するステップと、受け付けた文字情報又は画像情報に係る文字又は画像を前記枠画像内
に合成するステップとを実行させることを特徴とする。
【００１５】
　本発明にあっては、回転対称形のテーブル画像を生成し、表示するため、各会議出席者
がテーブル画像を取り囲んだ場合、各会議出席者とテーブル画像との位置関係が均等にな
る。従って、各会議出席者の参加意識を向上させることができる。より詳細には、各会議
出席者と電子会議テーブルの中心位置とが等距離である点が、各会議出席者に同等の立場
で積極的に会議に参加しているという意識を与えることを可能にする。よって、各会議出
席者の会議への参加意識を向上させることができる。
　また、複数の会議出席者より、会議に関する文字情報又は画像情報を受け付けた場合、
テーブル画像に回転対称形の枠画像を合成し、前記文字情報又は画像情報に係る文字又は
画像を該枠画像内に合成する。そして、枠画像及び文字又は画像が合成されたテーブル画
像を表示する。従って、各会議出席者が把握している情報を共有することによって議論に
対する認識のずれをなくし、各会議出席者が情報を共有し及び理解した状態で議論を進行
させることができる。よって、各会議出席者の会議への参加意識を向上させることができ
る。
　特に、本発明は、回転対象形のテーブル画像に回転対称形の枠画像を合成し、該枠画像
内に、会議出席者より受け付けた文字又は画像を合成する。テーブル画像及び枠画像のい
ずれもが回転対称形であるため、単純な各種画像回転処理によって、テーブル画像を取り
囲む会議出席者に枠画像内の情報を効果的に共有させることができる。
【００１６】
　本発明にあっては、回転対象形のテーブル画像に回転対称形の枠画像を合成し、該枠画
像内に、会議出席者より受け付けた文字又は画像を所定方向に成立するように合成する。
枠画像は回転対称形であるため、枠画像に前記文字又は画像が合成されたいわゆる電子メ
モの位置関係、大きさを変更することなく、枠画像内の文字又は画像のみを方向変更する
ことができる。例えば、テーブル画像を回転移動させた場合、テーブル画像上の電子メモ
も回転移動するが、テーブルにおける電子メモの位置関係は変更されず、枠画像内の文字
又は画像のみを枠画像内で回転させることができる。従って、電子メモの形状を考慮せず
に、枠画像内の文字又は画像の正立方向を制御することができる。
【００１７】
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　本発明にあっては、枠画像に合成された文字又は画像の正立方向を任意に変更すること
ができる。従って、各会議出席者がテーブル画像を取り囲んでいる場合、文字又は画像の
正立方向を変更することによって、各会議出席者は、枠画像に合成された文字又は画像の
情報を容易に把握することができ、より効果的に情報の共有を図ることができる。
【００１８】
　本発明にあっては、メモ枠画像及び文字又は画像が合成されたテーブル画像全体を、テ
ーブル画像の中心を回転軸にして回転させることができる。従って、各会議出席者がテー
ブル画像を取り囲んでいる場合、電子メモを各会議出席者へ回すことによって、各会議出
席者は、枠画像に合成された文字又は画像の情報を容易に把握することができ、より効果
的に情報の共有を図ることができる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、会議の各会議出席者に参加意識を均等に与え、各会議出席者の情報を
共有することができる。
　また、テーブル画像及び枠画像のいずれもが回転対称形であるため、単純な各種画像回
転処理によって、テーブル画像を取り囲む会議出席者に枠画像内の情報を効果的に共有さ
せることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の実施の形態に係る電子会議支援テーブルの構成を模式的に示す斜視図で
ある。
【図２】電子会議支援テーブルの構成を模式的に示す断面図である。
【図３】電子会議支援テーブルの構成を模式的に示す底面図である。
【図４】回転検出部及び回転操作部の一例を示す斜視図である。
【図５】第１入力装置を示した模式図である。
【図６】表示部の要部を模式的に示す側断面図である。
【図７】表示部に表示される画像を概念的に示した説明図である。
【図８】履歴テーブルのレコードレイアウトを概念的に示す説明図である。
【図９】出席者役割テーブルのレコードレイアウトを概念的に示す説明図である。
【図１０】電子メモ配置領域テーブルの内容を概念的に示す説明図である。
【図１１】会議支援に係る制御部の処理手順を示すフローチャートである。
【図１２】議論追跡に係るサブルーチンの処理手順を示すフローチャートである。
【図１３】議論追跡に係るサブルーチンの処理手順を示すフローチャートである。
【図１４】議論追跡処理を概念的に示した説明図である。
【図１５】電子会議テーブル画像の表示位置回転に係るサブルーチンの処理手順を示すフ
ローチャートである。
【図１６】電子会議テーブル画像の表示位置回転処理を概念的に示した説明図である。
【図１７】電子メモの表示に係るサブルーチンの処理手順を示すフローチャートである。
【図１８】電子メモの表示に係るサブルーチンの処理手順を示すフローチャートである。
【図１９】議論が分岐した場合に履歴テーブルが記憶する電子会議テーブル情報の一例を
示す説明図である。
【図２０】議論の分岐及び再開を概念的に示す説明図である。
【図２１】同意見等の表示に係るサブルーチンの処理手順を示すフローチャートである。
【図２２】同意見画像が表示された電子会議テーブル画像の一例を示す模式図である。
【図２３】編集に係るサブルーチンの処理手順を示すフローチャートである。
【図２４】編集処理を概念的に示す説明図である。
【図２５】変形例１に係る電子会議支援テーブルの構成を模式的に示す断面図である。
【図２６】変形例１における議論追跡に係るサブルーチンの処理手順を示すフローチャー
トである。
【図２７】変形例１における会議支援に係る制御部の処理手順を示すフローチャートであ
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る。
【図２８】電子メモの正立方向の変更処理を模式的に示した説明図である。
【図２９】変形例２における電子会議支援テーブルの構成を模式的に示す断面図である。
【図３０】変形例３に係る電子会議テーブルが有するトークン画像表示機能を示した説明
図である。
【図３１】会議支援装置の構成を模式的に示したブロック図である。
【図３２】会議支援に係るＣＰＵの処理手順を示すフローチャートである。
【図３３】会議支援に係るＣＰＵの処理手順を示すフローチャートである。
【図３４】会議支援に係るＣＰＵの処理手順を示すフローチャートである。
【図３５】会議支援に係るＣＰＵの処理手順を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明をその実施の形態を示す図面に基づいて詳述する。
　図１は、本発明の実施の形態に係る電子会議支援テーブルの構成を模式的に示す斜視図
、図２は、電子会議支援テーブルの構成を模式的に示す断面図、図３は、電子会議支援テ
ーブルの構成を模式的に示す底面図である。本実施の形態に係る電子会議支援テーブルは
、円形の表示部１１を天面に有するテーブル天板１と、テーブル天板１の外周縁側に設け
られており、テーブル天板１の中心線を軸にして回転が可能な円環状部分を有する回転操
作部２と、会議に関する文字情報又は画像情報が入力される第１乃至第４入力装置４１、
４２、４３、４４とを備える。
　本実施の形態に係る電子会議支援テーブルは、複数の会議出席者夫々から入力されたメ
モ内容情報を電子メモとして表示部１１に表示し、各会議出席者の総意を反映させること
ができる回転操作部２の操作に応じて、議論の追跡、画像の回転移動等の処理を実行する
ことによって、会議出席者に参加意識を均等に与え、各会議出席者の情報を共有し、総意
をもって会議を進行させることを可能にするものである。
【００２２】
　テーブル天板１は、直径約１ｍの円盤状をなし、複数のテーブル脚が取り付けられてい
る。また、テーブル天板１の天面側には、タッチセンサを内蔵した円形の表示部１１が表
示面を天側に向けて埋め込まれている。表示部１１は、例えば液晶ディスプレイ、プラズ
マディスプレイ、有機ＥＬディスプレイによって構成される。更に、テーブル天板１は、
回転操作部２の回転を検出する回転検出部１３、会議に関する各種情報を記憶する記憶部
１４、時計部１５（計時部）及び制御部１２を内部に備え、制御部１２は、各構成部の動
作を制御することによって、会議支援テーブルの動作を制御するよう構成されている。
【００２３】
　図４は、回転検出部１３及び回転操作部２の一例を示す斜視図である。回転検出部１３
は、例えば、テーブル天板１の周方向に沿って並設された複数の反射型フォトインタラプ
タを備え、各反射型フォトインタラプタの信号が制御部１２に入力するように構成されて
いる。回転操作部２の内周面には、該内周面と反射率が異なる回転検出線２１が周方向に
略等間隔で設けられている。回転操作部２が回転した場合、回転検出線２１がテーブル天
板１に並設された反射型フォトインタラプタを横切るため、回転検出部１３の反射型フォ
トインタラプタは、パルス信号を制御部１２へ出力する。制御部１２は、回転検出部１３
から出力される信号に基づいて、回転操作部２の回転を検出することができる。また、回
転操作部２の回転方向によって、回転検出線２１が先に横切る反射型フォトインタラプタ
が異なるため、制御部１２は、各反射型フォトインタラプタから出力されるパルス信号の
タイミングのずれに基づいて、回転操作部２の回転方向を検出することができる。なお、
上述した回転操作部２の回転検出方法は一例である。
【００２４】
　記憶部１４は、会議出席者から会議支援テーブルに入力された会議に関する文字情報又
は画像情報等を格納する履歴テーブル１４ａ、各会議出席者の会議における役割を格納す
る出席者役割テーブル１４ｂ、電子メモの配置を決定するための電子メモ配置領域テーブ



(7) JP 2010-176216 A 2010.8.12

10

20

30

40

50

ル１４ｃを記憶する。各種テーブルの詳細は後述する。
　また、記憶部１４は、会議出席者の役割を評価するための辞書１４ｄ等を記憶する。辞
書１４ｄは、例えば、特定分野の専門家であれば発すべき複数の単語が格納されている。
　更に、記憶部１４は、制御部１２の動作に必要なコンピュータプログラム１４ｅを記憶
する。
【００２５】
　時計部１５は、時刻を計時しており、制御部１２の要求に応じて、時刻の情報を制御部
１２へ出力する。また、時計部１５はタイマー機能を有しており、設定された時刻になる
と、信号を制御部１２へ出力するように構成されている。
【００２６】
　制御部１２は、例えば、ＣＰＵを備えたマイクロコンピュータであり、一時記憶用のＲ
ＡＭ、ＲＯＭ、Ｉ／Ｏポート等を備える。
【００２７】
　回転操作部２は、テーブル天板１の外周を囲繞可能な内径寸法を有する円環板状であり
、支持ローラ５１によって支持されている。テーブル天板１の裏面、外周部適宜箇所には
複数のＬ型支持具５３が固定されており、支持ローラ５１は、Ｌ型支持部に支持された軸
部５２によって回転可能に支持されている。支持ローラ５１は、テーブル天板１の径方向
軸で回転するため、回転操作部２は、テーブル天板１の中心線を軸にして回転することが
できる。また、このように構成した場合、回転操作部２を持ち上げることによって、回転
操作部２からテーブル天板１から簡易に取り外すことができる。従って、会議支援テーブ
ルの保守点検を管理に行うことができる。
【００２８】
　図５は、第１入力装置４１を示した模式図である。第１乃至第４入力装置４１、４２、
４３、４４は、図２及び図５に示すように、ベースプレート４１ａ、４２ａ、４３ａ、４
４ａを備える。ベースプレート４１ａ、４２ａ、４３ａ、４４ａの略中央部には、半径１
０ｃｍ程度の円形のメモ入力部４１ｃ、４２ｃ、４３ｃ、４４ｃが設けられている。電子
メモ入力部４１ｃ、４２ｃ、４３ｃ、４４ｃは、例えばタッチセンサである。また、ベー
スプレート４１ａ、４２ａ、４３ａ、４４ａの一側部には、電子ペン４１ｄ、４２ｄ、４
３ｄ、４４ｄを着脱自在に保持するペン保持部４１ｅ、４２ｅ、４３ｅ、４４ｅが設けら
れている。図５に示すように、電子ペン４１ｄ、４２ｄ、４３ｄ、４４ｄを用いてメモ入
力部４１ｃ、４２ｃ、４３ｃ、４４ｃに文字又は画像を入力することができる。また、テ
ーブル天板１の表示部１１に線図を入力することもできる。更に、ベースプレート４１ａ
、４２ａ、４３ａ、４４ａの他側部には、補助表示部４１ｂ、４２ｂ、４３ｂ、４４ｂ、
意思入力桿４１ｆ、４２ｆ、４３ｆ、４４ｆ、表示位置回転ボタン４１ｇ、４２ｇ、４３
ｇ、４４ｇ、次議題ボタン４１ｈ、４２ｈ、４３ｈ、４４ｈが設けられている。第１乃至
第４入力装置４１、４２、４３、４４は、電子メモ入力部４１ｃ、４２ｃ、４３ｃ、４４
ｃに文字又は画像が入力された場合、該文字又は文字に係る文字情報又は画像情報を制御
部１２へ出力し、意思入力桿４１ｆ、４２ｆ、４３ｆ、４４ｆ、表示位置回転ボタン４１
ｇ、４２ｇ、４３ｇ、４４ｇ、次議題ボタン４１ｈ、４２ｈ、４３ｈ、４４ｈ等が操作さ
れたことを示す信号を制御部１２へ出力するように構成されている。
【００２９】
　図６は、表示部１１の要部を模式的に示す側断面図、図７は、表示部１１に表示される
画像を概念的に示した説明図である。表示部１１は、図７に示すように、テーブル天板１
の外周における複数の異なる位置から表示部１１を見た場合であっても、各位置から正立
した文字又は画像が見えるように構成されている。
【００３０】
　表示部１１は、図６中左上側の第１位置及び第２表示領域１１ｂ間の光路を遮り、かつ
図６中右上側の第２位置及び第１表示領域１１ａ間の光路を遮る遮蔽部材１１ｃを備える
。第１位置から見て正立した文字又は画像を第１表示領域１１ａに表示し、第２位置から
見て正立した文字又は画像を第２表示領域１１ｂに表示した場合、会議出席者は、第１位
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置及び第２位置のいずれの方向から見ても正立した文字又は画像を見ることができる。な
お、図６では、異なる２方向について正立した文字又は画像を表示する例を説明したが、
同様の原理で３方向、４方向について正立した文字又は画像を表示するように構成するこ
とができる。
　以下では、４方向について正立した文字又は画像を表示する例を説明する。また、第１
乃至第４入力装置４１、４２、４３、４４側から視認可能な領域を、夫々第１乃至第４表
示領域といい、第１乃至第４表示領域に表示すべき電子会議テーブル画像を、夫々第１乃
至第４電子会議テーブル画像という。第１乃至第４電子会議テーブル画像は、図７に示す
ように電子メモ中の文字の正立方向が異なる画像である。
【００３１】
　図８は、履歴テーブル１４ａのレコードレイアウトを概念的に示す説明図である。履歴
テーブル１４ａの表（ファイル）は、複数の列（フィールド）、例えば「履歴ＩＤ」列、
「時刻」列、「入力装置」列、「分岐情報」列、「電子会議テーブル情報」列から構成さ
れている。
　「履歴ＩＤ」列は、異なる時刻で表示部１１に表示されていた画像（以下、電子会議テ
ーブル画像という）に固有の履歴ＩＤを格納する。履歴ＩＤは、第１乃至第４入力装置４
１、４２、４３、４４、又はタッチパネルから文字情報又は画像情報等が入力される都度
、発行され、「履歴ＩＤ」列に格納される。
　「時刻」列は、履歴ＩＤで特定される電子会議テーブル画像が表示されていた時刻を格
納する。なお、時刻に代えて、会議開始後の経過時間を格納するようにしても良い。
　「入力装置」列は、対応する時刻に、文字情報又は画像情報を入力した第１乃至第４入
力装置４１、４２、４３、４４を識別するための情報（出席者特定情報）を格納する。第
１乃至第４入力装置４１、４２、４３、４４は、会議出席者に対応しているため、文字情
報又は画像情報を出力した第１乃至第４入力装置４１、４２、４３、４４を特定すること
によって、会議出席者を特定することが可能である。
　「分岐情報」列は、後述するように、表示部１１に表示される電子会議テーブル画像を
過去に遡り、遡った任意の時点から会議を再開することができるところ、会議を再開した
時点の分岐に関する情報を格納する。
【００３２】
　「電子会議テーブル情報」列は、更に「背景画像情報」列と、「電子メモ情報」列とに
区分されている。また、「電子メモ情報」列は、更に「メモＩＤ」列、「メモ内容」列、
「メモ位置」列、「メモ色」列に区分されている。
　「背景画像情報」列は、電子会議テーブル画像の背景画像情報、又は背景画像情報の所
在を示したデータを格納する。
　「電子メモ情報」列は、電子会議テーブル画像の背景に合成された電子メモに関する各
種情報を格納している。「メモＩＤ」列は、表示部１１に表示されている各電子メモに固
有のメモＩＤを格納し、「メモ内容」列は、各電子メモの内容を格納する。また、「メモ
位置」列は、電子メモを表示する座標位置を格納し、「メモ色」列は、メモの色を指定す
る情報を格納する。
　このように、電子会議テーブル情報の背景画像情報と、電子メモ情報とを別情報として
管理しているため、電子会議テーブル画像上の電子メモを移動させ、編集することが可能
になる。
　なお、上述の履歴テーブル１４ａのレコードレイアウトは一例であり、入力された文字
情報又は画像情報単位で履歴を格納するように構成しても良い。
【００３３】
　図９は、出席者役割テーブル１４ｂのレコードレイアウトを概念的に示す説明図である
。出席者役割テーブル１４ｂの表は、複数の列、例えば「会議出席者ＩＤ」列、「氏名」
列、「役割」列、「入力装置」列から構成されている。
　「会議出席者ＩＤ」列は、会議出席者に固有のＩＤを格納する。「氏名」列は、各会議
出席者の氏名を格納する。「役割」列は、各会議出席者の役割を格納する。「入力装置」
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列は、各会議出席者が使用する第１乃至第４入力装置４１、４２、４３、４４に固有の数
値を格納する。
【００３４】
　図１０は、電子メモ配置領域テーブル１４ｃの内容を概念的に示す説明図である。電子
メモ配置領域テーブル１４ｃは、第１乃至第４入力装置４１、４２、４３、４４に固有の
数値と、第１乃至第４メモ配置領域を特定するための座標位置とを対応付けて格納してい
る。第１乃至第４メモ配置領域は、第１乃至第４入力装置４１、４２、４３、４４を使用
する各会議出席者の近傍に位置する領域である。電子メモ配置領域テーブル１４ｃを参照
することによって、第１乃至第４入力装置４１、４２、４３、４４に入力された文字情報
又は画像情報に係る文字又は画像を夫々、該文字情報又は画像情報を入力した会議出席者
の近傍の領域に表示することが可能になる。
【００３５】
　図１１は、会議支援に係る制御部１２の処理手順を示すフローチャートである。制御部
１２は、第１乃至第４入力装置４１、４２、４３、４４にて、会議情報を入力する（ステ
ップＳ１１）。会議情報には、例えば複数の会議出席者夫々の氏名、役割、議題、会議時
間等の情報が含まれる。
【００３６】
　そして、制御部１２は、円形の電子会議テーブル画像を生成し、表示部１１に表示させ
る（ステップＳ１２）。ステップＳ１２で表示される電子会議テーブル画像は、例えば単
色の初期画像である。なお、制御部１２は、表示部１１の第１乃至第４表示領域に表示す
べき第１乃至第４電子会議テーブル画像のデータを各別に記憶する。そして、制御部１２
は、回転検出部１３から出力される信号に基づいて、回転操作部２が回転したか否かを判
定する（ステップＳ１３）。
【００３７】
　回転操作部２が回転していると判定した場合（ステップＳ１３：ＹＥＳ）、制御部１２
は、第１乃至第４入力装置４１、４２、４３、４４の次議題ボタン４１ｈ、４２ｈ、４３
ｈ、４４ｈがオン状態であるか否かを判定する（ステップＳ１４）。次議題ボタン４１ｈ
、４２ｈ、４３ｈ、４４ｈがオン状態にあると判定した場合（ステップＳ１４：ＹＥＳ）
、制御部１２は、議論開始から現時点にいたる電子会議テーブル情報を保存する等、次の
議題への移行処理を実行し（ステップＳ１５）、処理をステップＳ１２へ戻す。
【００３８】
　次議題ボタン４１ｈ、４２ｈ、４３ｈ、４４ｈがオン状態にないと判定した場合（ステ
ップＳ１４：ＮＯ）、制御部１２は、表示位置回転ボタン４１ｇ、４２ｇ、４３ｇ、４４
ｇがオン状態にあるか否かを判定する（ステップＳ１６）。表示位置回転ボタン４１ｇ、
４２ｇ、４３ｇ、４４ｇがオン状態に無いと判定した場合（ステップＳ１６：ＮＯ）、制
御部１２は、表示部１１の表示を過去に遡って議論の経緯を追跡する議論追跡処理を実行
する（ステップＳ１７）。表示位置回転ボタン４１ｇ、４２ｇ、４３ｇ、４４ｇがオン状
態にあると判定した場合（ステップＳ１６：ＹＥＳ）、制御部１２は、表示部１１に表示
されている電子会議テーブル画像をテーブル天板１の中心軸回りに回転させる表示位置回
転処理を実行する（ステップＳ１８）。
【００３９】
　ステップＳ１７若しくはステップＳ１８の処理を終えた場合、又は回転操作部２が回転
していないと判定した場合（ステップＳ１３：ＮＯ）、制御部１２は、第１乃至第４入力
装置４１、４２、４３、４４の操作状態を監視し、メモ内容情報が入力されたか否かを判
定する（ステップＳ１９）。メモ内容情報が入力されたと判定した場合（ステップＳ１９
：ＹＥＳ）、制御部１２は、第１乃至第４入力装置４１、４２、４３、４４にて入力され
たメモ内容情報に基づく電子メモを表示する電子メモ表示処理を実行する（ステップＳ２
０）。ステップＳ２０の処理を終えた場合、又はメモ内容情報が入力されていないと判定
した場合（ステップＳ１９：ＮＯ）、制御部１２は、第１乃至第４入力装置４１、４２、
４３、４４の操作状態を監視し、同意見等の情報が入力されたか否かを判定する（ステッ
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プＳ２１）。同意見等の情報が入力されたと判定した場合（ステップＳ２１：ＹＥＳ）、
制御部１２は、同意見等を表示する同意見等表示処理を実行する（ステップＳ２２）。
【００４０】
　ステップＳ２２の処理を終えた場合、又は同意見等の情報が入力されていないと判定し
た場合（ステップＳ２１：ＮＯ）、制御部１２は、タッチパネルが操作されたか否かを判
定する（ステップＳ２３）。タッチパネルが操作されたと判定した場合（ステップＳ２３
：ＹＥＳ）、電子会議テーブル、メモ内容等の編集を行う編集処理を実行する（ステップ
Ｓ２４）。
【００４１】
　ステップＳ２４の処理を終えた場合、又はタッチパネルが操作されていないと判定した
場合（ステップＳ２３：ＮＯ）、制御部１２は、会議を終了するか否かを判定する（ステ
ップＳ２５）。会議を終了しないと判定した場合（ステップＳ２５：ＮＯ）、制御部１２
は、処理をステップＳ１３へ戻す。
【００４２】
　会議を終了すると判定した場合（ステップＳ２５：ＹＥＳ）、制御部１２は、各会議出
席者を評価する評価処理を実行する（ステップＳ２６）。会議出席者の評価は、各会議出
席者より入力されたメモ内容情報、メモ内容情報の入力回数、タイミング、入力されたメ
モ内容情報とその前後で入力されたメモ内容情報の派生関係などから議論への貢献度を評
価して表示部１１に表示させる。
　また、会議出席者の役割、例えば司会進行役、タイムキーパー、まとめ役、専門家等の
役割毎に会議出席者を評価するように構成しても良い。
　まとめ役の会議出席者は、例えば、メモ内容情報の入力頻度が、会議終了時刻所定時間
前までに、所定頻度未満になったか否かで評価することができる。
　司会進行役の会議出席者は、例えば、会議開始後における一定時間内においてメモ内容
情報が所定頻度以上で入力されたか否か、メモ内容情報の入力頻度が低下した場合に、司
会進行役の会議出席者がメモ内容情報を入力し、該入力頻度を向上させることができた否
か等の基準で評価することができる。
　専門家の会議出席者は、例えば、辞書１４ｄが記憶している文字又は画像を有するメモ
内容情報を所定頻度入力しているか否かで評価することができる。
　各会議出席者の役割を評価することによって、会議出席者の参加意識を向上させること
ができる。
【００４３】
　次いで、制御部１２は、会議支援テーブルに入力された各種情報に基づいて、会議の要
約文を作成し、作成した要約文を表示部１１に表示させ（ステップＳ２７）、処理を終え
る。
　なお、図１１のフローチャートには図示していないが、議論開始からの経過時間を計時
し、計時された時刻と、予め設定された会議終了時刻と、電子メモの入力頻度とに基づい
て、会議の進行を支援するように構成しても良い。例えば、会議を集束させるべき旨の警
告、次議題への移行すべき旨の警告、発言が少ない旨の警告、議論が発散している虞があ
る旨の警告等を出力するように構成しても良い。
【００４４】
　図１２及び図１３は、議論追跡に係るサブルーチンの処理手順を示すフローチャート、
図１４は、議論追跡処理を概念的に示した説明図である。ステップＳ１７で議論追跡処理
のサブルーチンが呼び出された場合、制御部１２は、回転検出部１３から出力された信号
に基づいて、回転操作部２が右回転しているか否かを判定する（ステップＳ３１）。右回
転していると判定した場合（ステップＳ３１：ＹＥＳ）、制御部１２は、時間進行方向に
おける電子会議テーブル情報が履歴テーブル１４ａにあるか否かを判定する（ステップＳ
３２）。前記電子会議テーブル情報がないと判定した場合（ステップＳ３２：ＮＯ）、制
御部１２は、議論追跡に係るサブルーチンの処理を終える。前記電子会議テーブル情報が
あると判定した場合（ステップＳ３２：ＹＥＳ）、時間進行方向における電子会議テーブ



(11) JP 2010-176216 A 2010.8.12

10

20

30

40

50

ル情報を履歴テーブル１４ａから読み出す（ステップＳ３３）。
【００４５】
　ステップＳ３１で右回転していないと判定した場合（ステップＳ３１：ＮＯ）、つまり
回転操作部２が左回転していると判定した場合、制御部１２は、時間後退方向における電
子会議テーブル情報が履歴テーブル１４ａにあるか否かを判定する（ステップＳ３４）。
時間後退方向における前記電子会議テーブル情報が履歴テーブル１４ａにないと判定した
場合（ステップＳ３４：ＮＯ）、制御部１２は、議論追跡に係るサブルーチンの処理を終
える。前記電子会議テーブル情報があると判定した場合（ステップＳ３４：ＹＥＳ）、時
間後退方向における電子会議テーブル情報を履歴テーブル１４ａから読み出す（ステップ
Ｓ３５）。
【００４６】
　ステップＳ３３又はステップＳ３５の処理を終えた場合、制御部１２は、読み出された
電子会議テーブル情報中、背景画像情報に基づいて、第１乃至第４電子会議テーブル画像
を初期化する（ステップＳ３６）。
【００４７】
　次いで、制御部１２は、変数Ｎに１を設定する（ステップＳ３７）。そして、制御部１
２は、第Ｎ電子会議テーブル画像に円形のメモ枠画像を合成する（ステップＳ３８）。メ
モ枠画像の表示位置は、電子メモ情報のメモ位置情報に基づいて決定される。
【００４８】
　そして、制御部１２は、メモ内容画像を９０×（Ｎ－１）度回転させてメモ枠画像内に
合成する（ステップＳ３９）。次いで、制御部１２は、メモ枠画像及びメモ内容画像が合
成された第Ｎ電子会議テーブル画像を一時記憶する（ステップＳ４０）。
　具体的には、Ｎが１の場合、制御部１２は、メモ内容画像を回転させず、そのまま第１
電子会議テーブル画像のメモ枠画像内に合成する。第１電子会議テーブル画像は、図７中
下側から視認することが可能な第１表示領域１１ａに表示される。図７中下側から見た第
１電子会議テーブル画像には正立したメモ内容が合成されている。
　Ｎが２の場合、制御部１２は、メモ内容画像を右方向に９０度回転させて、第２電子会
議テーブル画像のメモ枠画像内に合成する。第２電子会議テーブル画像は、図中左側から
視認することが可能な第２表示領域１１ｂに表示される。図７中左側から見た第２電子会
議テーブル画像には正立したメモ内容が合成される。
　同様に、Ｎが３又は４の場合、制御部１２は、メモ内容画像を右方向に１８０度又は２
７０度回転させて、第３又は第４電子会議テーブル画像のメモ枠画像内に合成する。第３
又は第４電子会議テーブル画像は、図中上側又は右側から視認することが可能な第３表示
領域又は第４表示領域に表示される。図７中上側又は右側から見た第３又は第４電子会議
テーブル画像には正立したメモ内容が合成される。
【００４９】
　次いで、制御部１２は、変数Ｎが４であるか否かを判定する（ステップＳ４１）。なお
、ステップＳ４１における判定基準で用いた数字「４」は一例である。変数Ｎが４でない
と判定した場合（ステップＳ４１：ＮＯ）、制御部１２は、変数Ｎに１を加算し（ステッ
プＳ４２）、処理をステップＳ３８へ戻す。
【００５０】
　変数Ｎが４であると判定した場合（ステップＳ４１：ＹＥＳ）、制御部１２は、ステッ
プＳ３３又はステップＳ３５で読み出した電子会議テーブル情報に含まれる電子メモ情報
に基づいて、未だ電子会議テーブル画像に合成されていないメモがあるか否かを判定する
（ステップＳ４３）。未だ合成されていないメモがあると判定した場合（ステップＳ４３
：ＹＥＳ）、制御部１２は、処理をステップＳ３７へ戻す。
【００５１】
　未だ合成されていないメモはないと判定した場合（ステップＳ４３：ＮＯ）、制御部１
２は、第１乃至第４電子会議テーブル画像を第１乃至第４表示領域に配して得られる正立
電子会議テーブル画像を生成する（ステップＳ４４）。そして、制御部１２は、生成され
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た正立電子会議テーブル画像を表示部１１に表示させ（ステップＳ４５）、処理を終える
。
【００５２】
　以上の処理によれば、図１４に示すように回転操作部２を回転させることによって、過
去に遡って電子会議テーブル画像を表示部１１に表示させ、議論を追跡することができる
。より詳細には、図１４（ａ）に示すように、回転操作部２を右回転させた場合、表示部
１１に表示される電子会議テーブル画像を時間進行方向へ進めることができ、電子会議テ
ーブル画像の内容を最新の状態に近づけることができる。また、図１４（ｂ）に示すよう
に、回転操作部２を左回転させた場合、表示部１１に表示される電子会議テーブル画像を
時間後退方向に戻すことができる。電子会議テーブル画像上の電子メモは、新しいものか
ら順番に消え、過去の時点における電子会議テーブルが表示される。更に、全会議出席者
が同時的に回転操作部２を操作することができるため、全会議出席者の総意をもって議論
を追跡することができ、各会議出席者の会議参加意識を向上させることができる。
【００５３】
　図１５は、電子会議テーブル画像の表示位置回転に係るサブルーチンの処理手順を示す
フローチャート、図１６は、電子会議テーブル画像の表示位置回転処理を概念的に示した
説明図である。ステップＳ１８で表示位置回転に係るサブルーチンが呼び出された場合、
制御部１２は、回転操作部２が右回転しているか否かを判定する（ステップＳ５１）。右
回転していると判定した場合（ステップＳ５１：ＹＥＳ）、制御部１２は、電子メモの表
示位置を右方向に回転させた場合のメモ位置情報を算出し、履歴テーブル１４ａのメモ位
置情報を更新する（ステップＳ５２）。次いで、制御部１２は、第１乃至第４電子会議テ
ーブル画像、並びに各テーブル画像に合成されたメモ枠画像及びメモ内容画像を、電子会
議テーブル画像の中心を回転軸にして所定角度、右回転させる（ステップＳ５３）。そし
て、制御部１２は、メモ枠画像内に合成されているメモ内容画像を、該メモ枠画像の中心
を回転軸にして所定角度、左回転させる（ステップＳ５４）。
【００５４】
　ステップＳ５１で右回転していないと判定した場合（ステップＳ５１：ＮＯ）、つまり
回転操作部２が左回転していると判定した場合、制御部１２は、電子メモの表示位置を左
方向に回転させた場合のメモ位置情報を算出し、履歴テーブル１４ａのメモ位置情報を更
新する（ステップＳ５５）。次いで、制御部１２は、第１乃至第４電子会議テーブル画像
、並びに各テーブル画像に合成されたメモ枠画像及びメモ内容画像を、電子会議テーブル
画像の中心を回転軸にして所定角度、左回転させる（ステップＳ５６）。そして、制御部
１２は、メモ枠画像内に合成されているメモ内容画像を、該メモ枠画像の中心を回転軸に
して所定角度、右回転させる（ステップＳ５７）。
【００５５】
　ステップＳ５４又はステップＳ５７の処理を終えた場合、制御部１２は、ステップＳ５
２～ステップＳ５７で画像処理された第１乃至第４電子会議テーブル画像を第１乃至第４
表示領域に配した正立電子会議テーブル画像を生成する（ステップＳ５８）。そして、制
御部１２は、生成された正立電子会議テーブル画像を表示部１１に表示し（ステップＳ５
９）、処理を終える。
【００５６】
　以上の処理によれば、図１６に示すように、第１乃至第４入力装置４１、４２、４３、
４４の表示位置回転ボタン４１ｇ、４２ｇ、４３ｇ、４４ｇを押圧しながら、回転操作部
２を回転させた場合、表示部１１に表示されている電子会議テーブル画像を、回転操作部
２の回転方向に回転移動させることができる。従って、電子メモを、テーブル天板１の中
心線を軸にして回転移動させることによって、テーブル天板１の偏在している電子メモを
各会議出席者側に移動させることができ、電子メモの情報を共有することができる。
　また、円形枠画像内に合成されているメモ内容画像は、電子会議テーブル画像の回転方
向に対して逆方向に回転し、所定方向に正立するように構成されている。従って、会議出
席者は、回転移動させて電子メモの内容を正立した文字又は画像にて認識することができ
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る。
【００５７】
　図１７及び図１８は、電子メモの表示に係るサブルーチンの処理手順を示すフローチャ
ートである。ステップＳ２０で電子メモの表示に係るサブルーチンが呼び出された場合、
制御部１２は、第１乃至第４入力装置４１、４２、４３、４４からメモ内容情報、メモの
色を指定する色情報、発信元の第１乃至第４入力装置４１、４２、４３、４４を特定する
ための情報等を取得する（ステップＳ７１）。
【００５８】
　そして、制御部１２は、電子メモ配置領域テーブル１４ｃに基づいて、電子メモを配置
する領域を決定する（ステップＳ７２）。例えば、第１入力装置４１からメモ内容が入力
された場合、第１メモ配置領域が特定される。同様にして、第２乃至第４入力装置４２，
４３，４４からメモ内容情報が入力された場合、夫々第２乃至第４メモ配置領域が特定さ
れる。
【００５９】
　次いで、制御部１２は、議論追跡中であるか否かを判定する（ステップＳ７３）。つま
り、ステップＳ１７の処理によって、過去の電子会議テーブル画像が表示部１１に表示さ
れている状態にあるか否かを判定する。議論追跡中であると判定した場合（ステップＳ７
３：ＹＥＳ）、制御部１２は、回転操作部２又は第１乃至第４入力装置４１、４２、４３
、４４の操作状態より、過去時点から議論を再開するか否かを判定する（ステップＳ７４
）。過去時点から議論を再開しないと判定した場合（ステップＳ７４：ＮＯ）、制御部１
２は処理を終える。
【００６０】
　過去時点から議論を再開すると判定した場合（ステップＳ７４：ＹＥＳ）、制御部１２
は、分岐時点の電子会議テーブル情報、つまり現在、表示部１１に表示されている時点に
おける電子会議テーブル情報と同内容の電子会議テーブル情報を履歴テーブル１４ａに記
憶させる（ステップＳ７５）。次いで、制御部１２は、分岐に係る情報を履歴テーブル１
４ａに記憶させる（ステップＳ７６）。
【００６１】
　ステップＳ７６の処理を終えた場合、又はステップＳ７３で議論追跡中でないと判定し
た場合（ステップＳ７３：ＮＯ）、制御部１２は、入力されたメモ内容情報を含む電子メ
モ情報を履歴テーブル１４ａに記憶させる（ステップＳ７７）。
【００６２】
　図１９は、議論が分岐した場合に履歴テーブル１４ａが記憶する電子会議テーブル情報
の一例を示す説明図、図２０は、議論の分岐及び再開を概念的に示す説明図である。
　図１９中、履歴ＩＤ「０１０」のレコードは、分岐直後に履歴テーブル１４ａに格納さ
れた情報である。履歴ＩＤ「０１０」には、分岐した現時刻「１２：００」、分岐時にメ
モ内容情報を入力した第１乃至第４入力装置４１、４２、４３、４４を特定するための情
報、分岐元の履歴ＩＤ、及び電子会議テーブル情報が対応付けて格納される。また、履歴
ＩＤ「００３」で示される分岐元のレコードには、分岐先の履歴ＩＤ、即ち履歴ＩＤ「０
１０」が「分岐情報」列に格納される。
【００６３】
　このように、分岐情報が格納されているため、図２０に示すように枝分かれした議論の
経過を、分岐情報に基づいて追跡することができる。例えば、開始点の電子会議テーブル
画像が表示部１１に表示されている状態で、回転操作部２を右方向に回転させ、時刻１０
：００の時点における電子会議テーブル画像が表示部１１に表示された場合、制御部１２
は、該電子会議テーブル画像の情報に対応付けられている分岐先履歴ＩＤに基づいて、議
論の分岐があること、分岐先が履歴ＩＤ「０１０」であることを認識することができる。
更に、回転操作部２が右方向に回転した場合、制御部１２は、履歴ＩＤ「００４」の議論
及び履歴ＩＤ「００５」のいずれの議論を追跡すべきかの選択を会議出席者に促し、選択
された方向へ議論を追跡することができる。また、履歴ＩＤ「０１０」の電子会議テーブ
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ル画像が表示されている状態で回転操作部２が左方向に回転した場合、制御部１２は、履
歴ＩＤ「０９０」では無く、分岐元履歴ＩＤ「００３」に基づいて、分岐元以前の電子会
議テーブル画像を表示することができる。
【００６４】
　ステップＳ７７の処理を終えた場合、制御部１２は、変数Ｎに１を設定する（ステップ
Ｓ７８）。そして、制御部１２は、第Ｎ電子会議テーブル画像に円形のメモ枠画像を合成
する（ステップＳ７９）。メモ枠画像の表示位置は、電子メモ情報のメモ位置情報に基づ
いて決定される。
【００６５】
　そして、制御部１２は、メモ内容画像を９０×（Ｎ－１）度回転させてメモ枠画像内に
合成する（ステップＳ８０）。次いで、制御部１２は、メモ枠画像及びメモ内容画像が合
成された第Ｎ電子会議テーブル画像を一時記憶する（ステップＳ８１）。
【００６６】
　次いで、制御部１２は、変数Ｎが４であるか否かを判定する（ステップＳ８２）。なお
、ステップＳ８２における判定基準で用いた数字「４」は一例である。変数Ｎが４でない
と判定した場合（ステップＳ８２：ＮＯ）、制御部１２は、変数Ｎに１を加算し（ステッ
プＳ８３）、処理をステップＳ７９へ戻す。
【００６７】
　変数Ｎが４であると判定した場合（ステップＳ８２：ＹＥＳ）、制御部１２は、第１乃
至第４電子会議テーブル画像を第１乃至第４表示領域に配して得られる正立電子会議テー
ブル画像を生成する（ステップＳ８４）。そして、制御部１２は、生成された正立電子会
議テーブル画像を表示部１１に表示させ（ステップＳ８５）、処理を終える。
【００６８】
　図２１は、同意見等の表示に係るサブルーチンの処理手順を示すフローチャート、図２
２は、同意見画像が表示された電子会議テーブル画像の一例を示す模式図である。ステッ
プＳ２２で同意見等の表示に係るサブルーチンが呼び出された場合、制御部１２は、第１
乃至第４入力装置４１、４２、４３、４４から意思情報を取得する（ステップＳ９１）。
意思情報には、例えばある会議出席者の発言に対して同意見である旨を示す同意見情報、
反対意見である旨を示す反対意見情報、無関心であることを示す無関心情報等がある。な
お、同意見を有していなかったが賛成である旨を示す賛成情報を意思情報に含めても良い
。各情報は、図５に示すように、第１乃至第４入力装置４１、４２、４３、４４の意思入
力桿４１ｆ、４２ｆ、４３ｆ、４４ｆを上下左右のいずれかへ倒すことによって入力する
ことができる。
【００６９】
　そして、制御部１２は、電子メモ配置領域テーブル１４ｃに基づいて、意思画像を配置
する領域を決定する（ステップＳ９２）。次いで、制御部１２は、変数Ｎに１を設定する
（ステップＳ９３）。そして、制御部１２は、意思画像を９０×（Ｎ－１）度回転させて
第Ｎ電子会議テーブル画像に合成する（ステップＳ９４）。次いで、制御部１２は、意思
画像が合成された第Ｎ電子会議テーブル画像を一時記憶する（ステップＳ９５）。
【００７０】
　次いで、制御部１２は、変数Ｎが４であるか否かを判定する（ステップＳ９６）。なお
、ステップＳ９６における判定基準で用いた数字「４」は一例である。変数Ｎが４でない
と判定した場合（ステップＳ９６：ＮＯ）、制御部１２は、変数Ｎに１を加算し（ステッ
プＳ９７）、処理をステップＳ９４戻す。
【００７１】
　変数Ｎが４であると判定した場合（ステップＳ９６：ＹＥＳ）、制御部１２は、第１乃
至第４電子会議テーブル画像を第１乃至第４表示領域に配して得られる正立電子会議テー
ブル画像を生成する（ステップＳ９８）。そして、制御部１２は、生成された正立電子会
議テーブル画像を表示部１１に表示させ（ステップＳ９９）、処理を終える。
【００７２】
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　図２３は、編集に係るサブルーチンの処理手順を示すフローチャート、図２４は、編集
処理を概念的に示す説明図である。ステップＳ２４で編集に係るサブルーチンが呼び出さ
れた場合、制御部１２は、議論追跡中であるか否かを判定する（ステップＳ１１１）。議
論追跡中であると判定した場合（ステップＳ１１１：ＹＥＳ）、制御部１２は、回転操作
部２又は第１乃至第４入力装置４１、４２、４３、４４の操作状態より、過去時点から議
論を再開するか否かを判定する（ステップＳ１１２）。過去時点から議論を再開しないと
判定した場合（ステップＳ１１２：ＮＯ）、制御部１２は処理を終える。
【００７３】
　過去時点から議論を再開すると判定した場合（ステップＳ１１２：ＹＥＳ）、制御部１
２は、分岐時点の電子会議テーブル情報、つまり現在、表示部１１に表示されている時点
における電子会議テーブル情報と同内容の電子会議テーブル情報を履歴テーブル１４ａに
記憶させる（ステップＳ１１３）。そして、制御部１２は、分岐に係る情報を履歴テーブ
ル１４ａに記憶させる（ステップＳ１１４）。
【００７４】
　ステップＳ１１４の処理を終えた場合、又はステップＳ１１１で議論追跡中でないと判
定した場合（ステップＳ１１１：ＮＯ）、制御部１２は、電子メモ画像のドラッグ操作が
なされたか否かを判定する（ステップＳ１１５）。電子メモ画像のドラッグ操作がなされ
たと判定した場合（ステップＳ１１５：ＹＥＳ）、制御部１２は、図２４に示すように、
電子メモ画像をドラッグ方向へ移動させる（ステップＳ１１６）。そして、制御部１２は
、メモ位置情報を更新、つまり移動後の電子メモ画像の位置を示したメモ位置情報を履歴
テーブル１４ａに記憶させ（ステップＳ１１７）、処理を終える。
【００７５】
　電子会議テーブル画像上に合成された電子メモを自由に移動させることができるため、
電子メモをグルーピングするといった編集を行うことができ、情報を整理することができ
る。
【００７６】
　電子メモ画像のドラッグ操作がなされていないと判定した場合（ステップＳ１１５：Ｎ
Ｏ）、制御部１２は、電子メモ画像がダブルクリックされた否かを判定する（ステップＳ
１１８）。電子メモ画像がダブルクリックされた場合（ステップＳ１１８：ＹＥＳ）、制
御部１２は、第１乃至第４入力装置４１、４２、４３、４４にてメモ内容情報の編集を受
け付ける（ステップＳ１１９）。また、ステップＳ１１９で、電子メモの色、文字のフォ
ントを変更できるように構成しても良い。また、電子メモを消去できるように構成しても
良い。電子メモを消去可能に構成することによって、重複した電子メモを排除することが
できる。
　そして、制御部１２は、受け付けたメモ内容情報を履歴テーブル１４ａに記憶させるこ
とによって、メモ内容情報を更新し（ステップＳ１２０）、処理を終える。
【００７７】
　電子メモ画像がダブルクリックされていないと判定した場合（ステップＳ１１８：ＮＯ
）、制御部１２は、図２４に示すように、タッチパネルに対する操作に応じた線図を電子
会議テーブル画像の背景画像に合成する（ステップＳ１２１）。そして、背景画像情報を
履歴テーブル１４ａに記憶させることによって、背景画像情報を更新し（ステップＳ１２
２）、処理を終える。図２４に示すように、電子会議テーブル画像に線図を合成すること
によって、電子会議テーブル画像上に捧持された電子メモの情報を総括し、その他各種情
報を追記することによって、会議の情報を整理し、会議出席者で情報をより密に共有する
ことができる。
【００７８】
　以上のように構成された電子会議テーブルにあっては、電子会議支援テーブルを使用す
ることによって、会議出席者に参加意識を均等に与え、各会議出席者の情報を共有し、総
意をもって会議を進行させることができる。
【００７９】
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　従来の会議手法では、会議出席者が各自自分用にメモを取った場合、出席者毎に異なる
解釈が生まれ、情報を共有できないことがある。また、自分のメモ作成に没頭する者、う
まく内容を整理できない者があらわれ、情報を共有できないことがある。
　本発明によれば、各会議出席者が第１乃至第４入力装置４１、４２、４３、４４を用い
て入力した電子メモを表示部１１に表示させることによって、各会議出席者のメモ内容情
報を共有することができ、議題の内容を全員で協力して一つにまとめ上げることが可能に
なる。メモ内容情報を要求することによって、会議出席者の認識がずれず、議論に集中で
きる。また、電子メモのメモ内容情報を共有することによって、会議出席者全員が電子メ
モの作成技能を向上させ、会議出席者の最高水準に近づけることが可能になる。
【００８０】
　従来の口頭による会議手法では、同一意見及び類似したアイデアを発言しづらい傾向が
あった。また、口頭による議論では、現在発言されているアイデアと、既出のアイデアと
の関連性が見えにくいという問題があった。
　本発明によれば、電子会議テーブル画像上に各会議出席者の電子メモを表示するように
構成されているため、会議出席者は、同一意見及び類似意見であっても抵抗無く、各自が
認識している情報を出力することが可能になる。また、既出の電子メモは表示部１１の電
子会議テーブル画像上に継続的に表示されているため、既出のアイデア間の関連性を把握
し易くなる。
【００８１】
　本実施の形態によれば、円形のメモ枠画像内にメモ内容画像を合成した電子メモを電子
会議テーブル画像上に表示するように構成してあるため、電子メモの位置関係、大きさを
変更することなく、メモ枠画像内の文字又は画像のみを方向変更することができる。例え
ば、電子会議テーブル画像を回転移動させた場合、電子会議テーブル画像上の電子メモも
回転移動するが、電子会議テーブルにおける電子メモの位置関係は変更されず、メモ枠画
像内のメモ内容のみがメモ枠画像内で回転する。従って、電子メモの形状、例えば長方形
のメモであれば、短辺及び長辺の長さを考慮せずに、メモ内容の正立方向を制御すること
ができる。また、メモ同士の重なりが発生することはなく、電子会議テーブル画像上の電
子メモの位置関係を各会議出席者で共通化することができる。
【００８２】
　本実施の形態によれば、本実施の形態では、回転操作部２を回転させることによって、
任意時点における電子会議テーブル画像を表示させて、議論の目的、議論の過程等を確認
することができる。また、会議出席者が簡単に過程を確認できる、議事録の作成が容易に
なる。
【００８３】
　本実施の形態によれば、話が脱線した場合等、回転操作部２を回転させることによって
、議論を過去のある時点に遡り、過去の時点から会議を再開することができる。
【００８４】
　本実施の形態によれば、他の会議出席者グループの議論展開を再現してやり方を学ぶこ
とができる。
【００８５】
　電子会議テーブル画像上の電子メモを移動させることによって、会議出席者の意見のグ
ルーピング、マインドマップを応用した整理等を行うことができる。
【００８６】
　従来の口頭による会議手法では、ほとんど意見を発言しない会議出席者、発言し続け、
他の会議出席者の発言を妨げる会議出席者等があらわれるという問題があった。また、発
言に対する反応を確認し難い場合があった。
　本実施の形態によれば、各会議出席者は、意思入力桿４１ｆ、４２ｆ、４３ｆ、４４ｆ
を操作することによって、各自の意思、反応を、口頭に比べて抵抗無く発することができ
る。例えば、他の会議出席者が同意見を先に発言したために、発言できなくなった場合で
あっても、意思入力桿４１ｆ、４２ｆ、４３ｆ、４４ｆを手前に倒すことによって、同意
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見である旨を表示部１１に表示させ、その意思、反応を発することができる。また、意思
入力桿４１ｆ、４２ｆ、４３ｆ、４４ｆを前方に倒すことによって、反対意見である旨を
表示部に１１に表示させ、その意思、反応を発することができる。更に、価値の低い安易
な発言を続けている会議出席者がいる場合、意思入力桿４１ｆ、４２ｆ、４３ｆ、４４ｆ
を左右へ倒すことによって、当該発言に対して無関心である旨を発することができる。
　なお、会議出席者が無関心、反対等の意思を発することに抵抗を覚える場合もあるため
、賛成、反対、同意見、無関心等の意思を、色で表示するように構成しても良い。会議出
席者の意思を色で表示するように構成した場合、より抵抗無く、各自の意思を発すること
が可能になる。
【００８７】
　本実施の形態によれば、次議題ボタン４１ｈ、４２ｈ、４３ｈ、４４ｈがオン状態にな
り、各会議出席者の総意を反映する回転操作部２が回転した場合、次議題に進行するよう
に構成されているため、各会議出席者の合意を得た会議進行を行うことができる。次議論
へに進めたくないと考える会議出席者は、回転操作部２を物理的に押さえ込むことによっ
て、議論の進行を止めることができる。逆に、次議題へ進めたいと考える会議出席者は、
回転操作部２を回転させることによって、議論を進行させることができる。結局、各会議
出席者の総意によって回転操作部２が回転の有無が決まり、次議題への進行が決定される
。なお、次議題への移行は、次議題ボタン４１ｈ、４２ｈ、４３ｈ、４４ｈ及び回転部材
の操作状態に基づいて判断するように構成されているが、特定人数、例えば会議出席者の
過半数が表示部１１に触れた場合に、次議題への移行処理を実行するように構成しても良
い。
【００８８】
　自分の発言が正当に評価されなければ、参加意欲が低下する可能性があるところ、本実
施の形態によれば、各会議出席者を正当に評価し、参加意欲を向上させることができる。
【００８９】
（変形例１）
　図２５は、変形例１に係る電子会議支援テーブルの構成を模式的に示す断面図である。
変形例１に係る電子会議支援テーブルは、テーブル天板１自体が回転するように構成され
ている点、遮蔽部材１１ｃを有しない通常の表示部１１１を備えている点、制御部１２の
処理手順が上述の実施の形態とは異なる。また、変形例１に係る電子会議テーブルは、電
子メモ画像に表示される文字又は画像の正立方向を切り換えることができる点が上述の実
施の形態とは異なる（図２８参照）。以下、主に上記相違点について説明する。
【００９０】
　変形例１に係る電子会議支援テーブルは、テーブル天板１と、テーブル天板１の中心線
を軸にして該テーブル天板１を回転可能に支持する支持円板部６と、第１乃至第４入力装
置４１、４２、４３、４４とを備える。
【００９１】
　支持円板部６は、直径約１ｍの円盤状をなし、複数のテーブル脚が取り付けられている
。支持円板部６の略中央部分には、テーブル天板１を回転可能に支持する支持軸１７が突
設されている。また、支持円板部６の天面には、支持円板部６に対するテーブル天板１の
絶対回転位置を検出するための絶対回転位置情報、例えばグレーコードが書き込まれてい
る。更に、支持円板部６は、第１乃至第４入力装置４１、４２、４３、４４から出力され
た文字情報、画像情報等の各種情報を受信し、受信した該情報をテーブル天板１へ中継送
信する通信部６１が設けられている。
【００９２】
　テーブル天板１は、直径約１ｍの円盤状をなし、天面側には、タッチセンサを内蔵した
円形の表示部１１１が表示面を天側に向けて埋め込まれている。また、テーブル天板１は
、上述の実施の形態と同様の制御部１２、記憶部１４、時計部１５を内部に備える。更に
、テーブル天板１は、支持円板部６に書き込まれた絶対回転位置情報を読み取り、支持円
板部６に対するテーブル天板１の絶対回転位置を検出し、検出結果を制御部１２へ出力す
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る回転検出部１３を内部に備える。更にまた、テーブル天板１は、通信部６１から送信さ
れた各種情報を受信し、受信した各種情報を制御部１２へ出力する通信部１６を内部に備
える。なお、通信部１６は、通信部６１を介して、第１乃至第４入力装置４１、４２、４
３、４４へ情報を送信することもできる。
【００９３】
　次に、変形例１における制御部１２の処理手順を説明する。基本的には、制御部１２は
、上述の実施の形態で説明した同様の処理を実行する。但し、変形例１における表示部１
１１は視野角によって異なる画像を表示する構成では無いため、第１乃至第４電子会議テ
ーブル画像を生成し、正立電子会議テーブル画像を合成する処理は実行しない。一方、変
形例１では、テーブル天板１自体が回転する構成であるため、該テーブル天板１自体の回
転を打ち消すように電子会議テーブル画像を回転させる処理が必要になる。
【００９４】
　また、変形例１に係る制御部１２は、電子メモ画像に表示される文字又は画像の正立方
向を示すメモ表示方向情報を記憶し、該情報に基づいて、文字又は画像が一定の方向に正
立するように文字又は画像を回転させる処理を実行している。更に、制御部１２は、字又
は画像の正立方向を切り換え可能に管理している。
【００９５】
　図２６は、変形例１における議論追跡に係るサブルーチンの処理手順を示すフローチャ
ートである。制御部１２は、ステップＳ３１～ステップＳ３５と同様の処理をステップＳ
１３１～ステップＳ１３５で実行する。
【００９６】
　ステップＳ１３３又はステップＳ１３５の処理を終えた制御部１２は、電子会議テーブ
ル画像を背景画像情報にて初期化する（ステップＳ１３６）。そして、制御部１２は、電
子メモ情報に基づいて、電子会議テーブル画像に円形のメモ枠画像を合成する（ステップ
Ｓ１３７）。次いで、制御部１２は、メモ内容情報をメモ表示方向情報に応じて回転させ
てメモ枠画像内に合成する（ステップＳ１３８）。
【００９７】
　次いで、制御部１２は、回転検出部１３から出力される信号に基づいて、テーブル天板
１の絶対回転位置を特定し、テーブル天板１の絶対回転位置に応じて、電子会議テーブル
画像を回転させる（ステップＳ１３９）。具体的には、基準位置からテーブル天板１が所
定方向に一定角度回転している場合、該所定方向とは逆方向に前記一定角度、電子会議テ
ーブル画像を回転させる処理を実行する。
【００９８】
　そして、制御部１２は、ステップＳ１３９で処理された電子会議テーブル画像を表示部
１１１に表示し（ステップＳ１４０）、処理を終える。
【００９９】
　一方、表示位置回転に係るサブルーチンが呼び出された場合、制御部１２は、テーブル
天板１が右方向に回転したか否かを判定する。右方向に回転したと判定した場合、メモ枠
画像内に合成されている文字又は画像を、左方向へ回転させる。テーブル天板１が左方向
に回転したと判定した場合、メモ枠画像内に合成されている文字又は画像を、右方向へ回
転させる。そして、文字又は画像を回転させて得られた電子会議テーブル画像を表示部１
１１に表示させ、処理を終える。なお、文字又は画像の回転量は、言うまでもなく、テー
ブル天板１の回転量と同量である。
【０１００】
　図２７は、変形例１における会議支援に係る制御部１２の処理手順を示すフローチャー
ト、図２８は、電子メモの正立方向の変更処理を模式的に示した説明図である。制御部１
２は、上述の実施の形態におけるステップＳ１１～ステップＳ２４の処理を実行し、該ス
テップＳ２４の処理後、変形例１に係る以下の処理を実行する。
【０１０１】
　ステップＳ２４の処理を終えた制御部１２は、図示しない表示方向変更ボタンがオン状



(19) JP 2010-176216 A 2010.8.12

10

20

30

40

50

態にあるか否かを判定する（ステップＳ１５１）。表示方向変更ボタンは、例えば第１乃
至第４入力装置４１、４２、４３、４４に設けられている。表示方向変更ボタンがオン状
態あると判定した場合（ステップＳ１５１：ＹＥＳ）、制御部１２は、メモ表示方向情報
を変更する（ステップＳ１５２）。そして、制御部１２は、メモ内容画像をメモ表示方向
情報に応じて回転させてメモ枠画像内に合成し（ステップＳ１５３）、合成処理して得た
電子会議テーブル画像を表示部１１１に表示させる（ステップＳ１５４）。表示方向情報
を変更することによって、図２８に示すように、メモ枠画像内に表示されている文字又は
画像の正立方向を変更することが可能になる。ステップＳ１５３の処理を終えた制御部１
２は、上述の実施の形態で説明したステップＳ２５以下の処理を実行する。
【０１０２】
　変形例１に係る電子会議支援テーブルにあっては、回転操作部２では無く、テーブル天
板１自体を回転させることによって、実施の形態と同様の効果を奏する。
【０１０３】
　また、メモ枠画像内に合成されたメモ画像の正立方向を変更することができ、各会議出
席者は、枠画像に合成された文字又は画像の情報を容易に把握することができ、より効果
的に情報の共有を図ることができる。
【０１０４】
（変形例２）
　図２９は、変形例２における電子会議支援テーブルの構成を模式的に示す断面図である
。変形例２に係る電子会議支援テーブルは、第１回転操作部２０２ａ及び第２回転操作部
２０２ｂ、並びに各回転操作部の回転を検出する第１回転検出部２１３ａ及び第１回転検
出部２１３ｂを備える点が異なる。以下、主に上記相違点について説明する。
【０１０５】
　第１回転操作部２０２ａは、上述の実施の形態で説明した回転操作部２と同様の構成で
あり、テーブル天板１の厚みの略半分の厚み寸法を有している。また、第１回転操作部２
０２ａは、天側に凹部を形成しており、該凹部にはころ部材２０２ｃがはめ込まれている
。
　第２回転操作部２０２ｂは、第１回転操作部２０２ａと同様の構成であり、第１回転操
作部２０２ａの天側にころ部材２０２ｃを介して配されている。第２回転操作部２０２ｂ
の厚み寸法は、テーブル天板１の厚みの略半分、外径は第１回転操作部２０２ａより短く
形成されており、第１回転操作部２０２ａ及び第２回転操作部２０２ｂを各別に回転させ
ることができるように構成されている。
【０１０６】
　制御部１２は、第１回転検出部２１３ａで第１回転操作部２０２ａの回転を検出した場
合、会議の追跡処理を実行し、第１回転検出部２１３ｂで第２回転操作部２０２ｂの回転
を検出した場合、電子会議テーブル画像の位置回転処理を実行する。
【０１０７】
　変形例２に係る電子会議支援テーブルにあっては、第１回転操作部２０２ａ及び第２回
転操作部２０２ｂを回転させることによって、実施の形態と同様の効果を奏することがで
きる。
　特に、変形例２では、複数の回転操作部を備えているため、議論の追跡及び電子会議テ
ーブルの表示位置回転操作の操作性を向上させ、更に各会議出席者の総意をより効果的に
反映させることができる。
【０１０８】
　なお、変形例２では、２つの回転操作部を備えた電子会議テーブルを説明したが、３つ
以上の回転操作部を備えるように構成しても良い。
【０１０９】
（変形例３）
　図３０は、変形例３に係る電子会議テーブルが有するトークン画像表示機能を示した説
明図である。変形例３に係る電子会議テーブルは、会議出席者による文字情報又は画像情
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報の入力を促すトークン画像Ｔを表示するように構成されている。トークン画像Ｔは、例
えば図３０に示した円形の画像である。
【０１１０】
　変形例３によれば、電子メモの入力を促すトークン画像Ｔを、表示部１１の各会議出席
者の近傍の領域に無作為又は順次表示させることにより、各会議出席者による電子メモの
入力を促すことができる。
【０１１１】
　なお、トークン画像Ｔが回ってきても、自分の番を飛ばして、トークン画像Ｔを他の会
議出席者に回すことができるように構成しても良い。この場合、トークン画像Ｔが回った
回数、自分の番を飛ばした回数等のトークン取得情報から会議の状況を把握できる。また
、トークン画像Ｔが回ってきていなくても、電子メモを入力できるように構成しても良い
。
【０１１２】
（変形例４）
　図３１は、会議支援装置７の構成を模式的に示したブロック図である。会議支援装置７
１は、装置全体を制御するＣＰＵ７１を備えたコンピュータである。ＣＰＵ７１は、ＲＯ
Ｍ７２と、演算に伴って発生する一時的な情報を記憶するＲＡＭ７３と、本発明の実施の
形態に係るコンピュータプログラム８２を記録した記録媒体８１、例えばＣＤ－ＲＯＭか
らコンピュータプログラム８２を読み取る外部記憶装置７４と、外部記憶装置７４により
読み取ったコンピュータプログラム８２を記録するハードディスク等の内部記憶装置７５
とが接続されている。また、内部記憶装置７５は、履歴テーブル１４ａ、出席者役割テー
ブル１４ｂ、電子メモ配置領域テーブル１４ｃ、辞書１４ｄを記憶している。ＣＰＵ７１
は、内部記憶装置７５からコンピュータプログラム８２をＲＡＭ７３に読み出して各種演
算処理を実行することによって、本発明に係る会議支援方法を実施する。また、会議支援
装置７１は、キーボード、マウス等の第１及び第２受付部７６、７７、液晶ディスプレイ
又はＣＲＴディスプレイ等の表示部７８、及び時計部７９を備えている。
【０１１３】
　図３２乃至図３５は、会議支援に係るＣＰＵ７１の処理手順を示すフローチャートであ
る。ＣＰＵ７１は、第１受付部７６にて、会議情報の入力を受け付ける（ステップＳ２１
１）。そして、ＣＰＵ７１は、円形の電子会議テーブル画像を生成し（ステップＳ２１２
）、表示部７８に表示させる（ステップＳ２１３）。
【０１１４】
　次いで、ＣＰＵ７１は、第１受付部７６の操作状態を監視し、メモ内容情報が入力され
たか否かを判定する（ステップＳ２１４）。メモ内容情報が入力されたと判定した場合（
ステップＳ２１４：ＹＥＳ）、ＣＰＵ７１は、第１受付部７６及び時計部７９からメモ内
容情報と、時刻とを取得する（ステップＳ２１５）。そして、ＣＰＵ７１は、電子メモ配
置領域テーブル１４ｃに基づいて、電子メモを配置する領域を決定する（ステップＳ２１
６）。
【０１１５】
　次いで、ＣＰＵ７１は、議論追跡中であるか否かを判定する（ステップＳ２１７）。議
論追跡中でないと判定した場合（ステップＳ２１７：ＮＯ）、ＣＰＵ７１は、ステップＳ
２１５で取得したメモ内容情報を含む電子メモ情報を、ステップＳ２１５で取得した時刻
と対応付けて履歴テーブル１４ａに記憶させる（ステップＳ２１８）。
【０１１６】
　次いで、ＣＰＵ７１は、電子会議テーブル画像に円形のメモ枠画像を合成する（ステッ
プＳ２１９）。メモ枠画像の表示位置は、電子メモ情報のメモ位置情報に基づいて決定さ
れる。そして、ＣＰＵ７１は、メモ内容画像を所定方向に正立するようにメモ枠画像内に
合成する（ステップＳ２２０）。次いで、ＣＰＵ７１は、電子会議テーブル画像を表示部
７８に表示させる（ステップＳ２２１）。また、ＣＰＵ７１は、第１乃至第４メモ配置領
域のいずれかに無作為にトークン画像を表示させる（ステップＳ２２２）。
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【０１１７】
　ステップＳ２２２の処理を終えた場合、ステップＳ２１４でメモ内容情報が入力されて
いないと判定した場合（ステップＳ２１４：ＮＯ）、又はステップＳ２１７で議論追跡中
であると判定した場合（ステップＳ２１７：ＹＥＳ）、ＣＰＵ７１は、第１受付部７６の
操作状態を監視し、正立方向の変更を受け付けたか否かを判定する（ステップＳ２２３）
。正立方向の変更を受け付けたと判定した場合（ステップＳ２２３：ＹＥＳ）、ＣＰＵ７
１は、例えば、メモ枠画像内のメモ内容画像を略９０度回転させる（ステップＳ２２４）
。
【０１１８】
　ステップＳ２２４の処理を終えた場合、又はステップＳ２２３で正立方向の変更を受け
付けていないと判定した場合（ステップＳ２２３：ＮＯ）、ＣＰＵ７１は、第１及び第２
受付部７６、７７の操作状態を監視し、電子会議テーブルの回転を受け付けたか否かを判
定する（ステップＳ２２５）。電子会議テーブルの回転を受け付けたと判定した場合（ス
テップＳ２２５：ＹＥＳ）、ＣＰＵ７１は、電子会議テーブル画像、並びに該電子会議テ
ーブル画像上に合成されたメモ枠画像及びメモ内容画像を、電子会議テーブル画像の中心
を回転軸にして回転させる（ステップＳ２２６）。
【０１１９】
　ステップＳ２２６の処理を終えた場合、又はステップＳ２２５で電子会議テーブルの回
転を受け付けていないと判定した場合（ステップＳ２２５：ＮＯ）、ＣＰＵ７１は、第１
及び第２受付部７６、７７の操作状態を監視し、議論追跡処理を受け付けたか否かを判定
する（ステップＳ２２７）。議論追跡処理を受け付けたと判定した場合（ステップＳ２２
７：ＹＥＳ）、ＣＰＵ７１は、第１及び第２受付部７６、７７の操作状態より、時間進行
方向を追跡するか否かを判定する（ステップＳ２２８）。時間進行方向を追跡すると判定
した場合（ステップＳ２２８：ＹＥＳ）、ＣＰＵ７１は、時間進行方向における電子会議
テーブル情報が履歴テーブル１４ａにあるか否かを判定する（ステップＳ２２９）。前記
電子会議テーブル情報があると判定した場合（ステップＳ２２９：ＹＥＳ）、時間進行方
向における電子会議テーブル情報を履歴テーブル１４ａから読み出す（ステップＳ２３０
）。
【０１２０】
　時間後退方向を追跡すると判定した場合（ステップＳ２２８：ＮＯ）、ＣＰＵ７１は、
時間後退方向における電子会議テーブル情報が履歴テーブル１４ａにあるか否かを判定す
る（ステップＳ２３１）。前記電子会議テーブル情報があると判定した場合（ステップＳ
２３１：ＹＥＳ）、時間後退方向における電子会議テーブル情報を履歴テーブル１４ａか
ら読み出す（ステップＳ２３２）。
【０１２１】
　ステップＳ２３０又はステップＳ２３２の処理を終えた場合、ＣＰＵ７１は、読み出さ
れた電子会議テーブル情報中、背景画像情報に基づいて、電子会議テーブル画像を初期化
する（ステップＳ２３３）。
【０１２２】
　次いで、ＣＰＵ７１は、電子会議テーブル画像に円形のメモ枠画像を合成する（ステッ
プＳ２３４）。メモ枠画像の表示位置は、電子メモ情報のメモ位置情報に基づいて決定さ
れる。
【０１２３】
　そして、ＣＰＵ７１は、所定方向に正立するようメモ内容画像をメモ枠画像内に合成す
る（ステップＳ２３５）。次いでＣＰＵ７１は、ステップＳ２３０又はステップＳ２３２
で読み出した電子会議テーブル情報に含まれる電子メモ情報に基づいて、未だ電子会議テ
ーブル画像に合成されていないメモがあるか否かを判定する（ステップＳ２３６）。未だ
合成されていないメモがあると判定した場合（ステップＳ２３６：ＹＥＳ）、ＣＰＵ７１
は、処理をステップＳ２３４へ戻す。
【０１２４】
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　未だ合成されていないメモはないと判定した場合（ステップＳ２３６：ＮＯ）、ＣＰＵ
７１は、メモ枠画像及びメモ内容画像が合成された電子会議テーブル画像を表示部７８に
表示させる（ステップＳ２３７）。
【０１２５】
　ステップＳ２３７の処理を終えた場合、ステップＳ２２９で電子会議テーブル情報が無
いと判定した場合（ステップＳ２２９：ＮＯ）、又はステップＳ２３１で履歴情報が無い
と判定した場合（ステップＳ２３１：ＮＯ）、ＣＰＵ７１は、第１受付部７６にて電子メ
モの編集を受け付けたか否かを判定する（ステップＳ２３８）。電子メモの編集を受け付
けたと判定した場合（ステップＳ２３８：ＹＥＳ）、ＣＰＵ７１は、メモ内容等の各種編
集を行う（ステップＳ２３９）。
【０１２６】
　編集処理を終えた場合、又は電子メモの編集を受け付けていないと判定した場合（ステ
ップＳ２３８：ＮＯ）、ＣＰＵ７１は、会議を終了するか否かを判定する（ステップＳ２
４０）。会議を終了しないと判定した場合（ステップＳ２４０：ＮＯ）、ＣＰＵ７１は、
処理をステップＳ２１４へ戻す。
【０１２７】
　会議を終了すると判定した場合（ステップＳ２４０：ＹＥＳ）、ＣＰＵ７１は、所定の
役割を有する出席者を評価する評価処理を実行する（ステップＳ２４１）。所定の役割と
は、例えば、例えば司会進行役、タイムキーパー、まとめ役、専門家であり、評価方法は
、実施の形態で説明した通りである。
【０１２８】
　次いで、ＣＰＵ７１は、役割が与えられていない一般の会議出席者をメモ内容情報、メ
モ内容情報の入力回数、タイミング等によって評価する（ステップＳ２４２）。
【０１２９】
　次いで、ＣＰＵ７１は、会議支援テーブルに入力された各種情報に基づいて、会議の要
約文を作成し、作成した要約文を表示部７８に表示させ（ステップＳ２４３）、処理を終
える。
【０１３０】
　変形例４に係る会議支援装置７、会議支援方法、コンピュータプログラム８２にあって
は、汎用のコンピュータを用いて電子会議テーブル画像を生成及び表示し、該電子会議テ
ーブル画像上に電子メモを合成することができる。また、電子会議支援テーブルで実現可
能な各種機能、例えば、議論追跡機能、電子メモ画像の表示位置回転機能、メモ内容の正
立方向の変更機能、電子メモの編集機能、会議出席者の評価機能、要約機能等を実現する
ことができる。
【０１３１】
　なお、上述の実施の形態及び変形例では、表示部、電子会議テーブル画像、及びメモ枠
画像が円形である場合を説明したが、回転対称形であれば、他の形状であっても良い。
【０１３２】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって、制限的なものではないと考え
られるべきである。本発明の範囲は、上記した意味ではなく、特許請求の範囲によって示
され、特許請求の範囲と均等の意味及び範囲内でのすべての変更が含まれることが意図さ
れる。
【符号の説明】
【０１３３】
　１　テーブル天板
　２　回転操作部
　３　脚部
　６　支持円板部
　７　会議支援装置
　４１、４２、４３、４４　第１乃至第４入力装置
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　１１　表示部
　１１ａ　第１表示領域
　１１ｂ　第２表示領域
　１１ｃ　遮蔽部材
　１２　制御部
　１３　回転検出部
　１４　記憶部
　１４ａ　履歴テーブル
　１４ｂ　出席者役割テーブル
　１４ｃ　電子メモ配置領域テーブル
　１４ｄ　辞書
　１４ｅ　コンピュータプログラム
　１５　時計部
　１６　通信部
　１７　支持軸
　２１　回転検出線
　４１ｃ、４２ｃ、４３ｃ、４４ｃ　メモ入力部
　４１ｄ、４２ｄ、４３ｄ、４４ｄ　電子ペン
　４１ｆ、４２ｆ、４３ｆ、４４ｆ　意思入力桿
　４１ｇ、４２ｇ、４３ｇ、４４ｇ　表示位置回転ボタン
　４１ｈ、４２ｈ、４３ｈ、４４ｈ　次議題ボタン
　５１　支持ローラ
　５２　軸部
　５３　Ｌ型支持具
　６１　通信部
　７１　ＣＰＵ
　７４　外部記憶装置
　７５　内部記憶装置
　７６　第１受付部
　７７　第２受付部
　７８　表示部
　７９　時計部
　８１　記録媒体
　８２　コンピュータプログラム
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